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業務効率化システム MIYABI 

建設業の予算管理・契約管理・原価管理を 
クラウドならではの業務スタイルで、 
省力化・コストダウンを達成します。 
 
こんなお悩みがありませんか 
・現場の管理業務が多すぎる。 

・毎月の管理資料の提出日が守られない。 

・出てくる予算原価管理資料の数値があてにならない。 

・工事が終わってから原価が出てきて、赤字になる。 

・原価資料が経営に活かされていない。 

・請求書の現場確認が遅れるので、支払業務が遅れる。 

・下請負契約書の管理が面倒。 

・二度入力が多く、間違いが発生する。 

 
MIYABI はともに解決します！ 
まずはこの冊子をお読みください。 

本資料の構成 
Ⅰ．システム活用実践例・・・P.2 
Ⅱ．導入効果     ・・・P.16 
Ⅲ．価格       ・・・P.18 
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Ⅰ.システム活用実践例 
-多彩な業務効率化で、省力化・コストダウンを達成します- 
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① 過去の資産を有効活用する 

 

（売上 100 億円ゼネコン・土木部⾧） 
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予算書の構成が解りやすいですね。弊社の予算書

と問題なく互換性があります。工事全体のコピー

機能や代価表のコピー機能など、効率化を追求さ

れていますね。（売上 100 億円ゼネコン・土木部⾧） 
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便利ですね。今までは総務とつながっていなかっ

たので、わざわざ書類をもってお願いしなければ

いけなかった。そこがなくなるのは、とても有難

いですね。（売上 30 億円土木元請・現場代理人） 
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調書の作成が面倒でしたが、実際の施工数量を野

帳にメモして記載するだけ。あとは、事務所に戻

って、入力するだけ。大幅な時間短縮となり、助

かっています。（売上 20 億円専門工事業・次⾧） 
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正直、有償支給は、処理が面倒だったので、極力

使わないようにしていました。しかし、MIYABI

は、本当に簡単に処理してくれます。今は、問題

なく有償支給を活用しています（売上 30 億円土木元請・

現場代理人） 



9 

 

 

現場で発生する原価をこの画面だけで処理でき

るので、助かっています。とにかく、毎月発生し

てくる請求書等を確認しながら入力するだけで

す。（売上 10 億円土木元請・現場代理人） 
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とにかく簡単で正確です。過去にも同様のシステ

ムを利用していたのですが、制約条件が多く、入

力が大変でした。上がってくるデータの信頼性が

飛躍的に向上しました。（売上 10 億円土木元請・工事課⾧） 
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注文書の発行がミスなくスピーディに発行でき

るようになりました。工事とはフロアが異なって

いるので、間違いがあった時の修正も手間でした

が、今では画面で発行状況が簡単に確認できるの

で、ミスも大幅に減りました。（売上 30 億円土木元請・総

務担当者） 
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どの業者にいくら払うのか、神経を使いますが、

この表のおかげで、現場ごとの金額、業者ごとの

金額が、一目でわかるので、ミスも素早く発見で

きるようになりました。（売上 30 億円土木元請・総務担当役

員） 
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過去に総務経理担当者が１年のうちに２名交代

しました。しかし、支払管理業務は滞ることなく

粛々と正確な支払い明細を出力し、混乱は起きま

せんでした。今は、支払管理業務は確認するだけ

で、他の業務を担当しています。本当に助かって

います。（売上 30 億円土木元請・総務担当役員） 
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月次決算が正確に毎月、報告が上がるようになり

ました。この報告書を見ることによって、現場の

進捗をつかんでいます。不明な点があれば、この

報告書に基づき担当者に質問しています。（売上 30 億

円土木元請・社⾧） 
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PM を正しく学び理解してくると、今までの管理

と似て非なるものであることがわかってきまし

た。これからはこの EVMS を全社に展開していき

たいと考えています。（売上 100 億円ゼネコン・土木部⾧） 
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Ⅱ.導入効果 
１．注文書 
 現場代理人は注文書の作成依頼がボタン一つで済み、
総務経理は、ボタン一つで、発行できるようになる。 
２．予算書 
 過去の実行予算資産をコピーして、新たに作成する
ことが可能になる。中小建設業の規模では、大幅な削減
となる。 
 また統一フォームでかつ入力領域を黄色で表示して
いるため、わかりやすく、マニュアルいらずである。 
３．有償支給支払 
 対象先の請負業者から差し引くと同時に、有償支給
の支払業者に支払を立てる処理が発生する。また、この
処理は、原価管理上では、対象の請負業者の支払いにな
るため、有償支給金額は、原価管理上、発生しない。 
 複雑な処理だが、伝票１枚で完結するシステムであ
る。 
４．出来高調書 
 予算上の工種名、品名、数量、単価、金額等、が既に
登録されており、現場代理人は、１月に１回出来形数量
を入力するのみで、毎月の出来高が算出できる。 
５．工事原価 
 毎月発生する工事原価を業者名、工種名、金額を１枚
のシートに入力するだけで、実績原価管理の基礎資料
が完成する。と同時に、総務関係の支払い関係の入力も
完了する。 
６．工事台帳 
 全ての予算、実績データが入力されているので、工事
台帳は開けば、完成している。予算と実績の進捗より、
残予算管理が出来上がっている。 
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７．月次決算報告 
 忙しい社⾧、幹部のために、細かい数字よりも直接工
事費、間接工事費、現場経費が、いくらで、請負金額か
ら差し引くと、いくら残るかが一目でわかる表である。 
８．全社売上予算原価総括表 
 各現場の月別の売上、予算、原価を記載した一覧表で
ある。グラフ表示から、推移を把握することにより、将
来予測も可能となっている。 
９．注文書・請書発行一覧 
 注文書発行状況が一目でわかる。どの業者にいくら
の注文書を発行しているのか、工種ごとにいくらにな
っているのか、総額でいくら注文したのか、一目でわか
る。 
10．支払業者別工事別請求一覧 

どの業者に現場ごとにいくら支払うのか、そして合
計でいくら払うのか、一目でわかる一覧表である。 
11.月次支払明細 
 業者別に毎月いくら払うのか、現場代理人が入力し
た段階で、作成済みである。有償支給差引額も計算済み、
安全協力会費も差し引き済み、手形支払いも計算済み、
振込手数料も計算済み、総額いくら支払うのかが一目
でわかる。 
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Ⅲ．価格および問い合わせ先  

【システム価格】（初期費用） 
・システム 一式           １２０万円 
・クライアント利用料 

利用クライアント数×２万円/人が必要です。 

 

【保守費用】（毎年） 
・上記システム価格の 10％が年間保守費用として、別途必要です。 

 

【導入費用】（初期費用） 
・システムインストール費 
  サーバー ５万円 
  クライアント PC ２万円/台（利用ユーザー数必要） 
 
 
 

詳しくは、下記お問い合わせ先までお願い致します。 

◎お問い合わせ先 

ニックスジャパン株式会社（担当：野口、坂野） 

〒111-0042 東京都台東区寿 1-10-1 ワタナベビル 

TEL 03-5830-3570 FAX 03-5830-3569 

Mail info@nics-j.co.jp 

URL https://www.nics-japan.com（MIYABI） 

   http://www.nics-j.co.jp（KUROJIKA）   

 


